
重症の新型コロナ感染症患者の特定集中治療室管理料等の算定について 

 

2022 年 3 月の当協会新型コロナ対策会議において課題となり、関東信越厚生局神

奈川事務所に疑義照会していた標記のことについて、4 月 19 日、同神奈川事務所か

ら次のとおり回答がありました。なお、個別の査定は、その診療の内容や経過全体

で判断した結果のものであり、厚生局からその是非についてコメントはできないの

で、各医療機関と各審査機関との個別調整になることについてはご理解いただきた

いとのことですので、併せてお知らせします。 

 

関東信越厚生局神奈川事務所からの回答 

神奈川県病院協会から 3月にあった疑義照会について、貴職からの照会文を以下

のとおり要約し「認められると考えられる」として、本省照会したところ、「貴見の

とおり」と厚生労働省保険局医療課から 4月 7日付で、回答があった。 

 

令和 2 年 5 月 26 日付厚生労働省保険局医療課事務連絡「新型コロナウイルス感染

症に係る診療報酬上の臨時的な取扱いについて（その 19）」 

２．重症・中等症の新型コロナウイルス感染症患者の範囲について 新型コロナ

ウイルス感染症に係る診療報酬上の臨時的な取扱いにおける、重症・中等症 の新

型コロナウイルス感染症患者の範囲について、以下の取扱いとする。  

（１） 重症の新型コロナウイルス感染症患者には、人工呼吸器管理等を要する患

者のほか、これらの管理が終了した後の状態など、特定集中治療室管理料等を

算定する病棟における管理を要すると医学的に判断される患者を含むとされて

いることについて 

別表１で、3倍の算定を認められる対象患者には、当該専用病床に入院する

重症の新型コロナウイルス感染症患者について、エクモ、人工呼吸器装着患者

のほか、 

次の病状にある患者で HCU・ICU管理を要すると医師が判断し、必要に応じ

てその判断の基となった症状詳記の記載が合理的に行われている場合にも、事

務連絡で示された別表 1の算定が認められるでしょうか？  

 

１ CPAP及び NHF（HNFC等を含む）で酸素吸入を必要とする場合 

 

２ 酸素吸入の一歩手前であるが、多臓器不全の兆候があり常時監視等を必要とす

る場合 

 

３ 酸素吸入離脱後間もない患者で、常時監視等を必要とする場合 

 

４ コロナ陽性であると同時に別の疾患があり、当該疾患が重篤なため、ICU・HCU

での常時監視等を必要とする場合 

以上  
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日ごろから、お世話になります。 

さて、標記の件について、所定の点数の 3 倍の算定が認められるものについ

て、今般、HCU の入院患者について「エクモか人工呼吸器の装着がなければ重症

とは認められない」ことを理由に 3 倍の点数が認められず、査定・返戻されるケ

ースが散見されています。 

 

一方、 

  令和 2 年 5 月 26 日付厚生労働省保険局医療課事務連絡「新型コロナウイルス感

染症に係る診療報酬上の臨時的な取扱いについて（その 19）」によれば、 

２．重症・中等症の新型コロナウイルス感染症患者の範囲について 新型コロナウイ

ルス感染症に係る診療報酬上の臨時的な取扱いにおける、重症・中等症 の新型コ

ロナウイルス感染症患者の範囲について、以下の取扱いとする。  

（１） 重症の新型コロナウイルス感染症患者には、人工呼吸器管理等を要する患者

のほか、これらの管理が終了した後の状態など、特定集中治療室管理料等を算定

する病棟における管理を要すると医学的に判断される患者を含むものとするこ

と。 

 

 また、同じく令和 2 年４月 18 日付「～臨時的な取扱い（その 12）」によれば、 

１．重症の新型コロナウイルス感染症患者に対する診療について 重症の新型コロナ

ウイルス感染症患者に対しては、体外式心肺補助（ＥＣＭＯ）や人工呼吸器によ

る管理（持続陽圧呼吸法（ＣＰＡＰ）等を含む。）等、呼吸不全をはじめとした多

臓器不全に対する管理（以下「人工呼吸器管理等」という。）を要することを踏ま

え、それらの診療の評価として、救命救急入院料、特定集中治療室管理料又はハ

イケアユニット入院医療管理料（以下「特定集中治療室管理料等」という。）を算

定する病棟において、 人工呼吸器管理等を要する重症の新型コロナウイルス感染

症患者については、別表１に示す点数を算定できることとすること。（当時 2 倍） 

とされています。 

 こうしたことから、 

 

この別表１で算定を認められる対象患者には、当該専用病床に入院する重症の



新型コロナウイルス感染症患者について、エクモ、人工呼吸器装着患者のほか、 

次の病状にある患者で HCU・ICU管理を要すると医師が判断し、必要に応じてそ

の判断の基となった症状詳記の記載が合理的に行われている場合にも、事務連絡

で示された別表 1の算定（現在 3倍）が認められると思料されるがいかがか？  

 

１ CPAP及び NHF（HNFC等を含む）で酸素吸入を必要とする場合 

 

２ 酸素吸入の一歩手前であるが、多臓器不全の兆候があり常時監視等を必要とす

る場合 

 

３ 酸素吸入離脱後間もない患者で、常時監視等を必要とする場合 

 

４ コロナ陽性であると同時に別の疾患があり、当該疾患が重篤なため、ICU・HCU

での常時監視等を必要とする場合 

 

 


